
茶会の記録(No。1)

古美術桃青が主催した茶会筋目の会)のうち、雑誌 『有楽(Yu―raku)』に掲載された茶会2つ

を紹介します。1つ目(No.1)は英勝寺書院および茶室(鎌倉市)で行われたものです。なお、

下は会記の表紙、右ほ掲載誌の表紙です。
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済
目
の
会

神
奈
川
県
鎌
倉
の
古
美
術
店

「桃
青
」
に
集
う
古
美

術
愛
好
家
の
方
々
が
、

日
ご
ろ
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
古

美
術
品
の
研
究
発
表
を
兼
ね
て
茶
会
を
開
く
と
聞
き
、

五
月
十
三
日
、

取
材
に
う
か
が

っ
た
。

会
場
は
鎌
倉
の

古
利

・
英
勝
寺
。

当
日
は
文
字
通
り
五
月
晴
れ
の
好
天

に
恵
ま
れ
、

英
勝
寺
の
庭
に
は
、

か
き

つ
ば
た
、

都
忘

れ
な
ど
の
花
々
が
咲
き
誇
り
、

新
緑
の
木
々
を
わ
た
る

薫
風
に
今
を
盛
り
と
鳴
く
う
ぐ

い
す
の
声
が
混
じ
る
。

受
付
脇

の
板
床
に
は
古
格

の
あ
る
狛
犬
が
鎮
座
し
、

時
節
の
花
を
入
れ
た
縄
文
注
口
土
器
と
と
も
に
客
を
迎

え
る
。

控
え
の
書
院
広
間
の
床
は
彰
城
百
川
筆

「群
賢

書
董
展
観
図
」
の
掛
軸
に
、

男
山
焼
染
付
吉
祥
文
の
筒

花
入
。

当
日
の
眼
日
で
あ
る
特
別
展
示
の

一
つ
は
、

久
保
田

喜
嗣

・
由
美
子
夫
妻
に
よ
る

「琉
球
漆
器
と
紅
型
裂
」

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

沈
金
や
螺
鋼
、

箔
絵
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
法
の
施
さ
れ
た
琉
球
漆
器
が
華
や
か
な

紅
型
と
と
も
に
書
院
仏
間
に
展
示
さ
れ
、

見
ご
た
え
の

あ
る
コ
ー
ナ
ー
と
な

っ
て
い
た
。

も
う

一
つ
の
特
別
展
示
は
薄
茶
席
の
茶
室
広
間
に
飾

ら
れ
た
、

こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
兜
鉢
三
頭
。

中
央

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
今
話
題
の
家
古
軍
が
使
用

し
た
鉄
黒
漆
塗
り
の
兜
で
、

元
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
稀

品
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
左
右
に
桃
山
時
代
の
鳥
帽
子

形
兜
と
七
十
二
間
小
星
兜
が
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
展

示
品
に
つ
い
て
は
所
蔵
者
の
藤
田
玄
嗣
氏
に
よ
る
詳
細

な
研
究
レ
ポ
ー
ト
が
参
加
者
に
配
付
さ
れ
、

氏
み
ず
か

ら
の
解
説
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
趣
向
は
通
常
の
茶
席
で
は
味
わ
え
ぬ
貴
重

な
眼
福
の
時
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
て
、

さ
す
が
古
美
術

愛
好
家
ら
し
い
茶
会
だ
と
感
服
す
る
。

濃
茶
席
、

薄
茶
席
の
道
具
立
て
に
も
、

そ
ん
な
ス
タ

イ
ル
が

一
貫
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
レ
ク
タ
ー
が

持
ち
寄

っ
た
も
の
を
取
り
合
わ
せ
た
と
聞
い
た
が
、

質

の
高

い
古
美
術
品
を
季
節
感
に
合
わ
せ
て
巧
み
に
配
し

な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
鑑
賞
し
、

か
つ
使
う
と
い
う
楽
し

さ
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
た
。

佐
藤
珠
園
さ
ん
に
よ
る
花

も
古
器
と
よ
く
調
和
し
て
初
夏
の
風
情
を
か
も
し
出
す
。

な
に
よ
り
、

日
ご
ろ
親
交
の
あ
る
古
美
術
好
き
の
伸

間
が
集
ま

っ
て
、

な
ご
や
か
な
談
笑
の
う
ち
に
進
む
茶

会
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
進
行
が
流
れ
る
よ
う
に
凛
と

し
て
い
る
の
が
気
持
ち
よ
い
。

古
美
術
品
の
鑑
賞
と
茶
の
湯
が
別
途
を
た
ど
り

つ
つ

あ
り
、

箱
書
中
心
の
か
た
苦
し
い
茶
会
が
幅
を
き
か
せ

る
昨
今
、

こ
う
し
た
試
み
は
実
に
新
鮮
で
あ

っ
た
。

今

回
が
二
回
日
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
長
く
続
く

こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（編
集
部
）

＊
カ
ラ
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図
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薄
茶
席

床
　
　
　
漬
業
主
碁
図
　
遂
翁
元
度
己

・
来
嶺
回
慈
識

江
戸
時
代
ヤ
期

花
　
　
　
粘
度
　
カ
ラ
ー

花
入
　
　
鉄
鉢
　
鎌
念
時
代

本
谷
　
　
根
来
本
谷
　
挑
占
時
代

風
炉
先
　
雪
月
花
　
首
ュ涌
地
飛
吉

谷
　
　
　
寂
谷
　
桃
お
時
代

風
炉
　
　
一，一ツ
花
弁
形
尼
面
脚
鉄
風
炉
　
室
町
時
代

数
瓦
　
　
総
繊
部
数
五
　
挑
占
時
代

水
指
　
　
伸
木
水
指
　
李
朝
時
代
前
期

縛
示
　
　
杜
舟
丈
鎌
谷
彫
来
器
　
桃
凸
時
代

恭
約
　
　
竹
恭
約
　
円
谷
智
宣
杵

恭
椀
　
　
蕎
友
恭
椀
　
谷
朝
時
代
前
期

叔
恭
椀
　
銘

「お
里
」

江
戸
時
代
初
期

薩
摩
火
計
本
椀
　
江
戸
時
代
初
期

舟
次
恭
椀
　
銘

「岩
松
」

挑
凸
時
代

芸
置
　
　
を
物
二
つ
人
形
主
置
　
明
時
代
前
期

史
水
　
　
曲
史
水

水
次
　
　
高
台
寺
蒔
絵
線
　
千
種
久
ほ
来
　
挑
お
時
代

恭
　
　
　
西
尾

・
あ

い
や
西
条
園
製

「風
の
本
り
」

某
子
　
　
抹
友

・
塩
野
袈

「有
楓
と
本
魚
」

某
子
系
　
店
物
独
楽
公

　

一
六
～

一
セ
せ
紀

店
物
界
陀
牡
舟
丈
輪
花
盆
　
工
木
ユ
彦
箱

一
七
せ
紀

水 炉 谷 花 花  末
指 縁  入

恭
約

木
椀

芸
置

史
水

恭某
子

某
子
示

春 仕 恭
恭 及 入
器

濃
茶
席

清
水
切
（夫
主
主
台
経
）

伝
後
鳥
羽
天
三
告

鎌
合
時
代
初
期

円
業
空
木
　
妊
早
百
谷

竹
製
芸
籠
　
室
町
時
代

博
多
声
二
松
権
丈
土
口
撫
肩
全
　
挑
↓
時
代

時
代
木
地
野
縁

古
丹
次
水
指
　
鈴
木
ネ
閑
箱
　
銘
「大
江
占
」

江
戸
時
代
初
期

法
蒔
絵
肩
街
恭
入
　
挑
凸
時
代

木
地
花
店
車
丈
銀
相

者
は
白
黒
象
波
構
菊
丈
小
壺
　
高
比
時
代
次

期大
穐
寺
第
二
四

一
せ
大
滝
ネ
夫
作
　
共
筒
共

箱
　
銘

「存
外
」

江
戸
時
代
ヤ
期

魚
星
恭
椀
　
李
朝
時
代
前
期

和
木
本
椀
　
李
朝
時
代
前
期

時
代
竹
蓋
置

な
次
虫
史
水
　
江
戸
時
代
初
期

松
江

・
ヤ
村
木
舗
製

「よ
晏
の
昔
」

鎌
合

・
点
雨
る
裂

「店
衣
」

素
三
彩
陰
刻
飛
花
丈
鉄
　
明
時
代
後
期

練

（墨
み
）
志
野
輪
花
台
鉢
　
挑
占
時
代

受付脇で客を迎える縄文注回土器書院広間の床

つ
０
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茶会の記録(No。2)

古美術桃青が主催した茶会(済目の会)のうち、雑誌 『有楽(Yu―raku)』に掲載された茶会2つ

のうちの2つ目(NO。2)です。この茶会は三渓国内の自雲亭と蓮華院(横浜市)で行われまし

た。なお、下ほ会記の表紙、右ほ掲載紙の表紙です。
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第
二
回

古
美
術
研
究

済
目
の
会

鎌
倉
の
古
美
術

「桃
青
」
が
主
催
す
る

「淋
目
の
会
」

は
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
。

昨
年
は
新
緑
の
五
月
、

鎌
倉
の
英
勝
寺
で
開
催
さ
れ
た
が

（本
誌
断
号
）、
今
回

は
秋
の
気
配
の
深
ま
り
ゆ
く
十
月
二
十
日
、

横
浜

・
三

渓
園
の
白
雲
邸
と
蓮
華
院
で
行
わ
れ
た
。

前
夜
の
天
気
予
報
は
大
雨
で
あ

っ
た
が
、

幸
い
当
日

は
薄
曇
り
で
、

午
後
に
は
薄
日
さ
え
射
す
心
地
よ
い
秋

の

一
日
と
な
っ
た
。

白
雲
邸
玄
関
で
は
秋
革
蒔
絵
桶
と

金
銅
桐
文
両
口
銚
子
に
生
け
ら
れ
た
秋
の
花
が
参
会
者

を
迎
え
る
。

蓮
華
院
の
待
合
入
日
の
上
間
中
央
に
は
原
三
渓
に
よ

っ
て
平
等
院
古
材
の
太
い
柱
が
据
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
前
に
平
安
の
毘
沙
門
天
立
像
が
置
か
れ
て
、

こ
の

茶
事
が
仏
教
美
術
を
中
心
と
し
た
道
具
立
て
と
な
る
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
。

案
の
定
、

濃
茶
席
の
床
は
中
尊
寺
金
銀
交
書
経
。

輪

宝
蒔
絵
説
相
箱
の
花
入
に
は
枯
れ
蓮
と

一
輸
の
自
な
で

し
こ
が
生
け
ら
れ
、

そ
こ
に
金
銅
供
養
者
像
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。

枯
れ
蓮
と
金
銅
の
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

】■Z□ ◆

絶
妙
で
あ
る
。

床
脇
に
は
平
安
の
男
女
の
神
像
が
安
置

さ
れ
、

大
壇
脇
机
に
は
金
剛
盤
、

五
錯
鈴
、

五
錯
杵
な

ど
の
金
銅
仏
具
が
置
か
れ
て
、

神
秘
的
で
静
誼
な
空
間

を
演
出
し
て
い
る
。

白
雲
邸
の
薄
茶
席
は
、

が
ら
り
と
趣
向
が
変
わ
る
。

床
に
甘
露
寺
元
長
の
流
麗
な

「女
郎
花
」
の
短
冊
が
掛

か
り
、

室
町
の
一
節
切
の
笛
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

美

濃
伊
賀
の
花
入
に
小
ぶ
り
の
柿
の
枝
と
菊
が
生
け
ら
れ

て
、

明
る
く
華
や
い
だ
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

二
つ
の
対
照
的
な
茶
席
に
臨
ん
で
、

古
美
術
品
を
所

を
得
て
使
い
こ
な
し
な
が
ら
、

そ
の
美
し
さ
を
茶
事
の

中
で
存
分
に
楽
し
も
う
と
す
る
こ
の
会
の
趣
旨
が
み
ご

と
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
ま
た
益
田
鈍
翁
や

原
三
渓
な
ど
明
治
の
茶
人
た
ち
が
追
究
し
た
自
由
な
茶

に
通
じ
る
世
界
を
限
前
に
見
る
思
い
で
、

充
実
し
た

一

日
で
あ
つ
た
。

（カ
ラ
ー
図
版
硝
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ぺ
‐
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濃
茶
席

蓮
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院

床
　
　
　
藤
原
清
衡
金
銀
交
書
経

（中
尊
寺
経
）
断
簡

平
安
時
代

花

　

　

時
の
も
の

花
入
　
　
輸
宝
薄
絵
説
相
箱
　
　
　
　
　
　
　
室
町
時
代

金
銅
供
養
者
立
像

（北
魏
～
東
魏
時
代
）
を

添
え
て

芦
屋
菊
散
ら
し
文
平
釜
　
　
　
　
　
室
町
時
代

木
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代

古
備
前
種
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
町
時
代

瀬
戸
皆
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
町
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代

竹
　
伝
武
野
紹
鴎
作
　
　
　
　
　
　
室
町
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代

本
手
蕎
麦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
朝
時
代

古
萩
　
銘

「巌
」　
　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代

金
銅
火
舎
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
明
時
代

曲
げ

京
都

・
柳
桜
園
茶
舗
製

「錦
上
の
昔
」

小
石
川

・
一
幸
庵
製

「公
孫
樹
」

織
部
平
瓦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

入
口
　
　
毘
沙
門
天
立
像
　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
時
代

待
合
　
　
鉄
製
灯
籠
　
伝
熟
田
神
宮
伝
来
　
　
室
町
時
代

鉄
製
吊
り
か
が
り
　
伝
東
大
寺
二
月
堂
伝
来

室
町
時
代

棚
　
　
　
男
神
像

・
女
神
像
　
　
　
　
　
　
　
平
安
時
代

そ
の
他
　
金
銅
五
鉛
杵

・
金
銅
五
鉛
鈴

。
金
剛
盤鎌

倉
時
代

大
壇
脇
机
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
町
時
代

暑
季

茶
衆 喜  続 蒼 交 捨 爆

釜

薄
茶
席

白
雲
邸
茶
室

床
　
　
　
短
冊

「女
郎
花
」
甘
露
寺
元
長
筆
　
室
町
時
代

「
一
節
切
」
（室
町
時
代
）
の
笛
を
添
え
て

花

　

　

時
の
も
の

花
入
　
　
美
濃
伊
賀
耳
付
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

棚
荘
　
　
冊
子
本

「和
歌
題
林
抄
」
細
川
家
伝
来室

町
時
代

冊
子
本

「御
賀
」
徳
川
家
伝
来
　
　
江
戸
時
代

根
来
料
紙
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
町
時
代

金
銅
獅
子
経
枕

（鎮
紙
）　
　
　
　
北
魏
時
代

結
界
　
　
ざ
く
ろ
瑠
璃
鳥
文
柄
間
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

金
　
　
　
天
明
通
山
鎖
付
平
釜
　
小
堀
家
伝
来

石
黒
況
翁
旧
蔵
　
　
桃
山
時
代

水
指
　
　
古
染
付
芙
蓉
手
松
得
文
輸
花
鉢
　
　
明
時
代

薄
器
　
　
秋
草
蒔
絵
茶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

棚
　
　
　
蝶
蜂
蒔
絵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

茶
杓
　
　
竹
　
銘

「拾
子
」
了
々
斎
作
共
筒
共
箱

四
能
斎
外
箱
　
　
江
戸
時
代

蓋
置

建
水

水
次

茶菓
子

菓
子
器

絵
唐
津
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

刷
毛
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
朝
時
代

斗
々
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
朝
時
代

志
野
天
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
山
時
代

胡
銅
三
閑
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
時
代

佐
波
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代

高
台
寺
蒔
絵
検
　
千
種
家
伝
来
　
　
桃
山
時
代

京
都

・
柳
桜
園
茶
舗
型

「雅
の
白
」

赤
坂
・
温
野
製

「山
茶
花
」

漆
皮
輪
花
盆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宋
時
代

根
来
人
角
盆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
町
時
代

鉄製灯宙 伝 熱回神宮伝来 童 町時代

57



薄茶席

秋草蒔絵桶 江 戸時代

金銅桐文両日銚子 高 台寺伝来 料8山時代

鉄製品りかがり 伝 東大寺二月堂伝来 室 町時代
*花 はすべて佐藤珠園

濃茶席
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